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Calculated MW:36 kDa; Observed MW:36 kDa

Annexin-4/ANXA4

ANX4; P32.5; PIG28; PP4-X; ZAP36; PAP-II; HEL-S-274
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	応用
	抗原情報
	背景
	アネキシンIV（ANX4）は、カルシウム依存性リン脂質結合タンパク質であるアネキシンファミリーに属します。その機能は未だ明確に解明されていませんが、アネキシンファミリーのいくつかのメンバーは、エキソサイトーシスおよびエンドサイトーシス経路における膜関連イベントに関与していることが示唆されています。ANX4は、同ファミリーの他のメンバーと45～59%の相同性を持ち、類似のサイズとエクソン・イントロン構造を有しています。ヒト胎盤から単離されたANX4は、ATPと相互作用する可能性のあるタンパク質をコードしており、in vitroで抗凝固活性を示し、ホスホリパーゼA2活性も阻害します。ANX4はほぼ上皮細胞でのみ発現します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2016年3月]
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	Annexin-4/ANXA4 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して、HepG2 細胞およびヒト胎盤からの抽出物のウェスタンブロット分析を行いました。

